
振興会の活動の記録
1991-2000

1991 年度

6 月 

・　年次総会(於 OISE)／研究発表及 び実践報告（４名）

7-8 月 

・　夏期研修会(於 OISE, Sheridan College) ／共催 ：JICA、トロント大学、依頼：アルク社／部会活動：

ヘリテッジの部「日系人子弟のための日本語教育」講師：村沢晃 ／高校、大学、成人の部「教授法

のいろいろ」レベッカ・ウルマン、中島和子他 

7 月 

・　夏期現職日本語教師研修会(於シェリ ダン・カレッジ）／パネルディスカッション「カナダ日本語教

育の現状と課題」司会： 高橋和比古、パネラー ：Gail Cooper 他／デモンストレーション「生徒の動か

し方と会話指導」中村行子／プレゼンテーション「日本語教育ソフトの紹介」中島和子／「日本語教

育用新教材の紹介」 中島和子、桶谷仁美、谷原公男、高橋和比古、品川靖子
 
10 月 

・　ニュースレター３号発行

11 月 

・　公開講演会 (於 OISE) 「International Languages Guidelines」Irene Stosic 、「独り言ー日本語教育

のこと」宮地宏 ／後援：トロント教育局

３月（1992)
・　ニュースレター４号発行

4 月 

・　春期日本語セミナー(於 OISE)／ワークショップ 及びデモンストレーション「日本語教育と文化の

問題」関根和子、「子供のための会話力テスト」OPI プロジェクトチーム ／ 協賛：アルク社、凡人社

1992 年度

6 月 

・　年次総会（於 OISE)
   分科会の発足：ヘリテッジ部会、高校部会、大学・成人部会

8 月 

・　夏期現職日本語教師研修会(於 OISE) ／後援：JF, Asia Pasific Foundation of Canada／「初級

100 時間の授業内容-計画の立て方 」講師 ：石田敏子、吉岐久子／パネルディスカッション「日本語

教育を語る」 

11 月 



・　ニュースレター５号発行

・　公開講演会(於 OISE)「Curriculum Planning： Science or Art?」講師：M. Danesi、「家庭における

日本語教育」講師：村沢晃／ 共催：JICA
・　ヘリテッジ分科会第１回セミナー「複式、能力別の指導法」村沢晃／共催：JICA 共催

・　大学・成人分科会ワークショップ「日本語教師のための日本語文法」（全６回）谷原公男 

4 月 (1993)
・　ニュースレター６号発行

・　春期日本語セミナー (於 OISE)「Second Language Teaching-theoryand practice」講師：John 
Patsalides 

5 月 

・　ヘリテッジ分科会ワークショップ第２回「教室活動に役立つロールプレー」中島和子 

1993 年度

6 月 

・　年次総会（於トロント大学）／会話力査定およびロールプレー・カードの研究プロジェクトの報告

・　ヘリテッジ分科会ワークショップ第３回「教師と生徒の関わり方」山根耕平 

8 月 

・　夏期現職教師研修会 (於 OISE) ／後援：JF、Asian Pacific Foundation of Canada／「効果的な会

話指導」講義及びワークショップ講師：堀口純子 

・　公開講演会 "Teacher's Certificate in Ontario" 講師: Phylis Hymmen 

10 月 

・　ニュースレター７発行

11 月 

・　公開講演会ーオタワ支部主催 (於 SHCC)「コミュニカティブの考えを取り入れた授業のやりかた」

講師：長谷川澄、「呼吸法による文字の書き方」講師：児玉知子 

1-3 月 (1994)
・　ワークショップ「日本語教師のための日本語文法 I/II」谷原公男 

3 月 

・　ニュースレター８号発行

4 月 

・　春期日本語セミナー (於 OISE)／「学習ストラテジーと学習者プロファイル」蘇寿富美／パネルデ

ィスカッション「学習者の生の声を聴く」／「海外の日本語教育と国際交流基 金」本田修 

1994 年度

6 月 

・　年次総会（於 NAJC トロントオフィス)



8 月 

・　夏期現職日本語教師研修会 (於 OISE)／後援：JF、カナダ連邦政府 ／パネルディスカッション

「小・中学生の日本語教育・継承語教育-カナダの現状と将来」／教材分析／研究発表（４点）／ワー

クショップ 1「授業の流れと基本的な教室活動」講師：横山紀子、古山広子／ワークショップ 2 「マル

チレベル授業の工夫」講師：レベッカ・ウルマン／カナダ東部現状報告／「高校クレジットの日本語

プログラム」／日本語サークルによる教材・ソフト展 示即売 (本年度より開始) 

11 月 

・　ニュースレター９号発行

12 月 

・　公開講演会 (於 East York Education Centre)「日本語と英語はどう似ているか」講師：牧野成一 

2 月 (1995)
・　ヘリテッジおよび高校分科会ワークショッ プ (於トロント大学)「マルチレベルクラスのための教室

活動」講師 ：レベッカ ウルマン 

3 月 

・　ニュースレター 10 号発行

4 月 

・　春期日本語セミナー （於モントリオール大学）／大学・成人部会研究発表会（発表論文 14点）／

後援：モントリオール大学東アジア学科研究所、在モントリオール日本国総領事 館、JFサンタモニ

カ事務所 

1995 年度

6 月 

・　年次総会 (於 NAJC)／語りワークショップ　古屋和子 

8 月 

・　「日系カナダ人のためのミニ教師養成講座 10 日間」講師：レベッカウルマン／後援：カナダ連邦

政府、NAJC
・　夏期現職日本語教師研修会 (於 OISE)／後援：JF／「日本語の変化」「教材作成の方法」「日本

人の話し方の特徴」講師：水谷信子／マルチレベル教材作成ワークショップーヘリ テッ ジおよび高

校部会／大学・成人部会研究発表会 

10 月 

・　ニュースレター 11 号発行

10-11 月 

・　日系人による日系人のための日本語コース開講 （週２回、全６回）アドバイザー：谷原公男／後援：
NAJC

11 月 



・　公開講演会 (於 OISE)「 コミュニカテイブ・アクティビティーの再考」講師：富沢定利 

2-6 月 (1996)
・　前記日系人のための日本語コースのフォローアップー Practice Japanese（全５回）日本語教師有

志 

3 月 

・　ニュースレター 12 号発行

・　ヘリテッジ分科会ワークショップ「子どもの会話指導」中島和子

4 月 

・　春期日本語セミナー (於モントリオール大学）／大学部会研究発表会（発表論文１ 1点）／後援：

モントリオール大学東アジア学科研究所 

1996 年度

8 月 

・　夏期現 職日本語教師研修会 (於 JF トロント日本文化センター）／後援Ｊ F および同トロント日本

文化センター／ワークショップ「楽しい授業及び役に立つ教室活動」「グループ別教材 作成成実習」

「新しい教科書と使い方」講師：堀歌子／研究発表／小・中学生のバイリンガル会話テスト／高校ク

レジット日本語コースのガイドライン ／年次総会

・　特別公開講演会 ／「異文化体験と子供の人格形成」講師：箕浦康子 

11 月 

・　ニュースレター 13 号発行

12 月 

・　「継承語としての日本語教育ーカナダの経験を踏まえてー」を出版（編集：中島和子、鈴木美知

子）

2-4 月 (1997)
・　ヘリテッジ部会ワークショップ 全５回 (於 NAJC) 「OBC テストの 概要・施行法、その他」桶谷仁美、

OBC プロジェクト担当、他 

1997 年度

6 月 

・　ニュースレター 14 号発行

8 月 

・　年次大会（於 JF トロント日本文化セ ンター）／後援：JF および同トロント日本文化センター／大学

部会研究発表会 （発表論文 17点）／成人部会 (新発足）ラウンドテーブル「社会人を対象にした教

材」他／高校部会 パネルディスカッション「カナダ高校日本語教育の現場から」／年少者部会（ヘ

リテッジ部会を名称変更）ワークショップ「会話テストのいろいろ-CAJLE 開発 OBC を中心に」／現職

教師研修会「文脈化の概念」「TPR 授業ビデオ分析」「VT 法指導ビデオ分析」他　講師：川口義一 



・　公開講演会「３か国語（英仏日）を 育てるートロント Giles 校のイマージョンの試み」講師：H.Giles 
・　「日本語教育論文集　第１号」発刊

10 月 

・　年少者部会ワークショップ  全７回 (於 NAJC) 「子どもの会話力を伸ばす教室活動」

11 月 

・　ニュースレター 15 号発行

・　公開講演会（於 JF トロント 日本文化センター）「日本における日本語教育の現状と課題」講師：西

原鈴子 

11-6 月 (1998)
・　高校部会ワークショップ  全５回 (於 NAJC) 「高校生向き教材とは？」他　

1998 年度

6 月 

・　ニュースレター 16 号発行

8 月 

・　年次大会（於 JF トロント日本文化センター）／後援：JF および同トロント日本文化センター／現職

教師研修会「音声教育理論と実習」「漢字の新しい教 え方」 「敬語をどう教えるか」講師：川口義一

／部会活動年少者部会ワークショップ-会話力を育てる教室活動-ドラマ暗唱会話の活用／高校部

会ワークショップ「高 校生向きの教材とは？」試作教材の実践報告／成人部会パネルデイスカッショ

ン- JET プログラム-成人学習者の声を聞く／大学部会 研究発表会（カナダ、アメリカ、日本からの発

表論文１６点） 

11 月 

・　ニュースレター 17 号発行

11-7 月 (1999)
・　年少者部会ワークショップ  全５回 (於 NAJC) 「教室における子どもの会話力育てるー教室活動、

教材を考える」

12 月 

・　「ジャーナル CAJLE 第２号」発行（「日本語教育論文集」から名称変更）

1-8 月 (1999)
・　成人部会ワークショップ  全６回 (於 NAJC) 「漢字教育用の教材分析」

3-4 月 

・　オタワ支部学習会「自動詞、他動 詞、漢字と敬語、授受表現、その他の効果的な教え方」「試み

教材の工夫」「プロジェクトで教える日本語」「ビデオ視聴」講師：金谷武洋 

4-7 月 

・　高校部会ワークショップ  全４回 (於 NAJC) 「高校生向き教材とは？ー教室でのアクティビティー」



1999 年度

6 月 

・　ニュースレター 18 号発行

8 月 

・　年次大会（於 JF トロント日本文化センター）／後援：JF および同トロント日本文化センター／大学

部会研究発表会(1-3 部)／成人部会ワークショッ プ「漢字教 育用の教材分析」／高校部会ワークシ

ョップ「教室でのアクティビテイー他」／年少者部会ワークショップ「会話を育てる教室活動」／現職

教師研修会 「Audio-Video 教材の使い方作り方」「ホーム ぺージ作成を通した四技能の伸ばし方」

講師：氏家研一／特別講座「漢字の効果的な教え方-漢字圏・非漢字圏学習者を対象に」講師：加

納千恵子 

10 月 

・　オタワ支部学習会　活動記録「オタワ支部会十年の歩み」

10-7 月 (2000)
・　成人部会ワークショップ  全６回 (於 NAJC) 「漢字教育用の教材分析」

11 月 

・　ニュースレター 19 号発行

11-7 月 (2000)
・　年少者部会ワークショップ  全６回 (於 NAJC) 「会話指導から読み書き指導へー子どもの読み書

き能力を育てる教室活動、教材を考えるー」

3 月 

・　「子どもの会話力の見方と評価ーバイリンガル会話テスト（OBC)の開発」を出版

5 月 

・　「ジャーナル CAJLE ３号」発行

2000 年度

6 月 

・　ニュースレター 20 号発行

8 月 

・　年次大会（於 JF トロント日本文化 センター）／後援：JF および同トロント日本文化センター／大学

部会研究発表会（発表論文 12 本）／現職教師研修会「日本語の音声の特色」「日本語らしく 話させ

るには」「絵心のない人のための絵の描き方」「絵で教える日本語」講師：永保澄雄／ポ スターセッシ

ョン／年少者部会テーマ「 さいころの活用 」／高校部会テーマ:「高校生向きの教材・教室活動」／

成人部会テーマ「漢字教育用の教材分析」「日本語能力試験問題の傾向と対策」／ラウンドテーブ

ル 「21世紀に向けての CAJLE」出席者によるグループ別討議 



11 月 

・　ニュースレター 21 号発行

11-12 月 

・　オタワ支部学習会「文の構造」「様 々な文法事項 」他　講師 ：金谷武洋 

11-7 月 (2001)
・　年少者部会ワークショップ (於 NAJC) 全 4 回 

2-7 月 

・　高校部会ワークショップ (於 NAJC および Email による相互通信） ／「高校生向きの教材とは？- 
具体的な注意方法を探る」 

・　成人部会ワークショップ (於 NAJC)　全 5 回  


